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2-2 各地域等におけるシカの個体数管理の検討 

(1) 目的 

目標とする捕獲頭数の設定には、地域における個体群変動を予測し、そこから導く

ことが有効な方法である。シカの個体数管理の検討資料とするため、各地域において、

現時点における生息個体数の推定と、近い将来における個体群変動予測を行い、目標

密度へ近づけるための捕獲頭数を算出する。 

 

(2) 方法 

① 各地域における生息個体数の推定 

対象地域は、祖母傾地域（祖母山地区）、祖母傾地域（傾山地区）、祖母傾地域（佐

伯地区）、菅内大臣国有林、三方界国有林、八重山地域、盤若寺国有林の７地域であ

る。 

シカの生息密度調査結果を基に、地理情報システム（フリーソフト QGIS）及び統

計ソフト R を用いて、IDW 法により空間補間を行って作成した生息密度分布図から、

国有林範囲で区切ったコンターモデルを作成する（図 2-2-8～14）。 

各地域のコンターモデルにおいて、範囲を 10m×10m メッシュに区分し、各メッシ

ュの密度から個体数を算出し、これを積算して地域の生息個体数とした（積み上げ

法）。こうすることで、コンターモデルで推定された密度分布に則した個体数予測に

なり、局所の偏りを考慮した推定値が得られる。なお、比較のために、これまで補

間法に使用してきたクリギング法（Ordinary Kriging）でも同様にコンターモデル

を作成し、積み上げ法により生息個体数を算出した。 

一方、積み上げ法以外に、地域で平均生息密度を算出し、これを地域の面積に積

する平均法でも生息個体数を求めた。この方法は、局在する高密度地点がある場合、

この値に総個体数が影響を受ける可能性があるが、調査地点数が十分であれば積み

上げ法との個体数差はほとんどなくなると考えられる。 

 

② 個体群変動予測 

解析には、動物の生命表や捕獲頭数をもとに動物個体群の変化をグラフ表示する

簡易シミュレーションプログラム「SimBambi4.3」（堀野・三浦, 2002）を用いて、

10,000 回のシミュレーションを行った。 

 

シミュレーションについては、以下の条件とした。 

▪ 平均増加率を 1.2 と仮定 

▪ 齢別構成比は鹿児島県の特定鳥獣（ニホンジカ）保護管理計画において採用

されている齢構成の値を参考 

▪ 捕獲頭数は該当する国有林範囲における平成 27 年度の捕獲結果 

▪ 性比は平成 27 年度捕獲個体から雄：雌＝1.00：1.72 

▪ 捕獲の性比も同様に雄：雌＝1.00：1.72 

▪ 平成 28 年度推定生息個体数を基に３年後に密度を５頭/㎢以下 
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これまで知られている九州圏内のシカの増加率は 1.11 程度であるが（例えば、

Fujimaki et al. 2016）、捕獲が進むと移入が生じて見かけ上の増加率が上昇する。

その見かけ上の値は、屋久島の個体数管理ブロックなどでは 1.2 程度まで増加して

いる（財団法人鹿児島県環境技術協会, 2015）。環境省自然環境局（2016）によれば、

平成 25(2013)年度のシカの自然増加率の推定値は、中央値 1.19（90％信用区間：

1.09-1.28）とされている。 

該当する国有林範囲における平成 27 年度のシカの捕獲頭数については、各地域の

森林管理署職員による捕獲、森林保全再生整備に係る鳥獣の誘引捕獲事業での捕獲、

猟友会との協定による捕獲の結果を集計した値を用いた（表 2-2-1）。 

捕獲が進行すると性比は変動するが、SimBambi は捕獲した翌年の性比に合わせて

捕獲性比を変えるようには、対応していない。基本的に、効果的な捕獲は雌成獣の

捕獲であり、今回の性比は雌に偏っていることもあり、平成 31 年時点までは、捕獲

個体の性比を固定しても、シミュレーション結果に大きな乖離はないと考えられる。 

 

表 2-2-1 該当する国有林範囲におけるシカの捕獲頭数（平成 27 年度） 

 

  

No. 対象地域 雄 雌 計

1
祖母傾地域
（祖母山地区）

0 7 7

2
祖母傾地域
（傾山地区）

20 25 45

3
祖母傾地域
（佐伯地区）

25 50 75

4 菅内大臣国有林 15 27 42

5 三方界国有林 11 37 48

6 八重山地域 41 45 86

7 盤若寺国有林 2 5 7

114 196 310合計
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(3) 結果 

① 各地域の推定個体数 

IDW 法、クリギング法、平均法による評価面積内の密度及び推定個体数を表 2-2-2

に示す。IDW 法による値は、参考値として併記したクリギング法や平均法の値とそれ

ほど乖離していなかった。 

各地域で任意に区切った国有林範囲（図 2-2-8～14）における IDW 法での推定生息

密度は、菅内大臣国有林が 13.6 頭/㎢と最大で、次いで八重山地域 12.6 頭/㎢、盤

若寺国有林 8.1 頭/㎢と続いた。 

平成 28 年度の推定個体数は、祖母傾地域（祖母山地区）が 184 頭、祖母傾地域（傾

山地区）が 60 頭、祖母傾地域（佐伯地区）が 318 頭、菅内大臣国有林が 252 頭、三

方界国有林が 72 頭、八重山地域が 223 頭、盤若寺国有林が 132 頭であった。 

菅内大臣国有林及び盤若寺国有林は、平成 27、28 年度で推定個体数にほぼ変化が

無いのに対し、その他の地域では平成 26 年度から本年度にかけて、もしくは平成 27

年度から本年度にかけて推定個体数に減少が見られた。 

 

表 2-2-2 コンターモデルによる個体数推定値及び目標個体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特定鳥獣保護管理計画作成のためのガイドライン（ニホンジカ編）」（環境省, 

2016）において、自然植生にあまり目立った影響がでない密度は平均で３～５頭/km2

以下とされている。最大値である５頭/km2 を管理目標として設定し、目標個体数を

算出すると、現状では菅内大臣国有林の推定個体数が目標個体数の 2.7 倍あり、160

頭の超過であった。次いで、八重山地域の推定個体数が目標個体数の 2.5 倍あり、

135 頭の超過であった。さらに、盤若寺国有林と三方界国有林の推定個体数が目標個

体数のそれぞれ 1.6 倍と 1.4 倍あり、それぞれ 50 頭と 22 頭の超過であった。一方、

祖母傾地域（佐伯地区）および祖母傾地域（傾山地区）は、推定生息個体数が目標

個体数よりも少なかった。 

  

平均

法

IDW

法

クリギ

ング法

平均

法

IDW

法

クリギ

ング法

平均

法

IDW

法

クリギ

ング法

平均

法

IDW

法

クリギ

ング法

1
祖母傾地域

（祖母山地区）
35.9 6.9 5.1 5.6 249 184 199 347 313 345 324 246 296 5 180 4 1.0

2
祖母傾地域

（傾山地区)
21.5 2.6 2.8 4.9 57 60 105 117 113 105 - - - 5 108 -48 0.6

3
祖母傾地域

（佐伯地区）

135.3

(90.6) 
1) 2.9 2.4 3.1 397 318 418 1,007 1,011 935

438

(649)
2)

505

(674)2)

458

(658)
2) 5 677 -358 0.5

4 菅内大臣国有林 18.5 13.1 13.6 13.1 243 252 242 260 258 249 - - - 5 93 160 2.7

5 三方界国有林 9.9 7.7 7.2 7.7 76 72 76 157 157 150 - - - 5 50 22 1.4

6 八重山地域 17.6 14.7 12.6 14.2 259 223 250 398 395 380 417 433 416 5 88 135 2.5

7 盤若寺国有林 16.4 8.8 8.1 8.7 145 132 143 137 137 135 - - - 5 82 50 1.6

1) 平成26年度までの調査対象地域面積

2) 括弧内数値は平成26年度のデータを基に、平成27年度に拡大した領域面積135.3㎢内の個体数を算出

No. 地域

（A）

評価

面積
（㎢）

H28

推定平均密度(頭/㎢)

H28

推定個体数（頭） H28推定

個体数/

（C)

H27

推定個体数（頭）

H26

推定個体数（頭） （B）

目標密度

(頭/㎢)

（C)

目標個体数

（（A)×（B)）
(頭)

超過個体数

(H28IDW-

（C))
(頭)



 

 

②

 

 

 

 

② 個体群変動の予測

a. 祖母傾地域（

平成 28

頭の合計
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表 2-2-3 

区分    年度

メス（頭）

オス（頭）

合計（頭）

密度（頭/㎢）

表 2-2-4 

 
区分      

計
画 

メス（頭）

オス（頭）

合計（頭）

変動の予測

祖母傾地域（祖母山地区

28 年度の推定個体数

計 55頭の捕獲を進

-2-1 個体群

 今後３年間の

年度 H28 

（頭） 116  

（頭） 68  

（頭） 184  

㎢） 5.1  

 今後３年間の

  
  年度 H28

（頭） 40 

（頭） 15 

（頭） 55 

変動の予測 

祖母山地区）

推定個体数を

捕獲を進めると

群変動シミュレーション（祖母傾地域

後３年間の個体群変動

 H29 H30

 105  87 

 89  98 

 193  185 

 5.4  5.2 

後３年間の捕獲計画

 H29 H30

 40 40

 15 15

 55 55
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） 

を IDW 計算による

めると、平成 31

変動シミュレーション（祖母傾地域

個体群変動予測（祖母傾地域（祖母山地区））

H30 H31 

87  63 

98  99 

185  163  

5.2  4.5  

捕獲計画（祖母傾地域（祖母山地区））

H30 H31 

40 40 

15 15 

55 55 

計算による 184 頭とした場合

31年には５頭

変動シミュレーション（祖母傾地域

（祖母傾地域（祖母山地区））

（祖母傾地域（祖母山地区））

頭とした場合

年には５頭/㎢未満となる

変動シミュレーション（祖母傾地域（祖母山地区

（祖母傾地域（祖母山地区））

（祖母傾地域（祖母山地区））

頭とした場合、雄 15 頭、雌

となる予測となった。

祖母山地区）

（祖母傾地域（祖母山地区））            

（祖母傾地域（祖母山地区）） 

頭、雌 40

となった。 

）） 

            

 

                        



 

 

 

 

 

 

 

b. 祖母傾地域（

平成 28

/㎢未満となっている。雄

30 年度まで
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表 2-2-5 

区分     年度

メス（頭）

オス（頭）

合計（頭）

密度（頭/㎢）

表 2-2-6 

 

区分      

計
画 

メス（頭）

オス（頭）

合計（頭）

祖母傾地域（傾山地区

28 年度の推定個体数

㎢未満となっている。雄

まで現状レベルの密度

2-2-2 個体

 今後３年間の個体群変動予測（祖母傾地域（傾山地区））

年度 H28 

（頭） 38  

（頭） 22  

（頭） 60  

㎢） 2.8  

 今後３年間の捕獲計画（祖母傾地域（傾山地区））

  

   年度 H28 

（頭） 15 

（頭） 10 

（頭） 25 

傾山地区） 

推定個体数を

㎢未満となっている。雄 10 頭、雌

現状レベルの密度が

個体群変動シミュレーション（祖母傾地域

後３年間の個体群変動予測（祖母傾地域（傾山地区））

 H29 H30

 32  25 

 25  24 

 57  49 

 2.7  2.3 

今後３年間の捕獲計画（祖母傾地域（傾山地区））

 H29 H30

 15 15

 10 10

 25 25
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を IDW 計算による

頭、雌 15 頭の

が維持される

変動シミュレーション（祖母傾地域

後３年間の個体群変動予測（祖母傾地域（傾山地区））

H30 H31 

25  13  

24  20  

49  33  

2.3  1.5  

今後３年間の捕獲計画（祖母傾地域（傾山地区））

H30 H31 

15 15 

10 10 

25 25 

計算による 60 頭とし

頭の合計 25

される予測となった。

変動シミュレーション（祖母傾地域

後３年間の個体群変動予測（祖母傾地域（傾山地区））

今後３年間の捕獲計画（祖母傾地域（傾山地区））

頭とした場合

25 頭の捕獲を進めた場合、平成

予測となった。 

変動シミュレーション（祖母傾地域（傾山地区

後３年間の個体群変動予測（祖母傾地域（傾山地区））

今後３年間の捕獲計画（祖母傾地域（傾山地区）） 

た場合、既に密度は５頭

捕獲を進めた場合、平成

傾山地区））

後３年間の個体群変動予測（祖母傾地域（傾山地区））  

 

既に密度は５頭

捕獲を進めた場合、平成

） 

                                 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c. 祖母傾地域（

平成 28

頭/㎢未満となっている。平成

75 頭の捕獲を進めた場合、平成

となった。
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表 2-2-7 

区分    

メス（頭）

オス（頭）

合計（頭）

密度（頭/㎢）

表 2-2-8 

 

 

 

区分   年度

計
画 

メス（頭）

オス（頭）

合計（頭）

祖母傾地域（佐伯地区

28 年度の推定個体数

㎢未満となっている。平成

捕獲を進めた場合、平成

となった。 

2-2-3 個体

 今後３年間の個体群変動予測（祖母傾地域（佐伯地区））

  年度 H28 

（頭） 201 

（頭） 117 

（頭） 318 

㎢） 2.4 

 今後３年間の捕獲計画（祖母傾地域（佐伯地区））

  

年度 H28 

（頭） 50 

（頭） 25 

（頭） 75 

佐伯地区） 

推定個体数を

㎢未満となっている。平成

捕獲を進めた場合、平成

個体群変動シミュレーション（祖母傾地域

後３年間の個体群変動予測（祖母傾地域（佐伯地区））

 H29 H30

201  200  191 

117  154  174 

318  353  365 

2.4  2.6  2.7 

後３年間の捕獲計画（祖母傾地域（佐伯地区））

H29 H30

50 50 

25 25 

75 75 
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を IDW 計算による

㎢未満となっている。平成 27 年度の捕獲実績である雄

捕獲を進めた場合、平成 31 年度には現状レベルの密度

変動シミュレーション（祖母傾地域

 

後３年間の個体群変動予測（祖母傾地域（佐伯地区））

H30 H31 

191  173  

174  186  

365  359  

2.7  2.7  

後３年間の捕獲計画（祖母傾地域（佐伯地区））

 

 

 

H30 H31 

 50 

 25 

 75 

計算による 318

年度の捕獲実績である雄

年度には現状レベルの密度

変動シミュレーション（祖母傾地域

 

後３年間の個体群変動予測（祖母傾地域（佐伯地区））

後３年間の捕獲計画（祖母傾地域（佐伯地区））

 

 

 

318 頭とした場合

年度の捕獲実績である雄 25

年度には現状レベルの密度

変動シミュレーション（祖母傾地域（佐伯

後３年間の個体群変動予測（祖母傾地域（佐伯地区））

後３年間の捕獲計画（祖母傾地域（佐伯地区）） 

た場合、既に密度は５

25 頭、雌 50

年度には現状レベルの密度が維持され

佐伯地区））

後３年間の個体群変動予測（祖母傾地域（佐伯地区））           

 

既に密度は５

頭の合計

される予測

） 

                            



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d. 菅内大臣

平成 28

頭の合計

 

 

 

 

 

 

 

表 2-2-9 

区分     

メス（頭）

オス（頭）

合計（頭）

密度（頭/

表 2-2-10

 

 

 

 

区分    

計
画 

メス

オス

合計

菅内大臣国有林

28 年度の推定個体数

合計 110頭の捕獲を進め

図 2-2-4 

 今後３年間の個体群変動予測（

 年度 H28

（頭） 159 

（頭） 93 

（頭） 252 

/㎢） 13.6 

10 今後３年間の捕獲計画（

  

 年度 H28

メス（頭） 70

オス（頭） 40

合計（頭） 110

国有林 

推定個体数を

捕獲を進めると

 個体群変動シミュレーション（菅内大臣国有林）

後３年間の個体群変動予測（

H28 H29 

159  127  

93  103  

252  230  

13.6  12.4  

後３年間の捕獲計画（

H28 H29 

70 70 

40 40 

110 110 
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を IDW 計算による

ると、平成 31

変動シミュレーション（菅内大臣国有林）

 

後３年間の個体群変動予測（

H30 H31

79  20 

90  64 

170  84 

9.2  4.5 

後３年間の捕獲計画（菅内大臣国有林

H30 H31

70 70

40 40

110 110

計算による 252 頭とし

31年に５頭/

変動シミュレーション（菅内大臣国有林）

 

後３年間の個体群変動予測（菅内大臣国有林

 

20  

64  

84  

4.5  

菅内大臣国有林

H31 

70 

40 

110 

頭とした場合

/㎢未満となる予測となった

変動シミュレーション（菅内大臣国有林）

菅内大臣国有林）          

菅内大臣国有林） 

た場合、雄 40 頭、雌

㎢未満となる予測となった

変動シミュレーション（菅内大臣国有林） 

          

頭、雌 70

㎢未満となる予測となった。 

           

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

e. 三方界国有林

平成 28

頭の合計

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-2-11

区分    年度

メス（頭）

オス（頭）

合計（頭）

密度（頭/㎢）

表 2-2-12

 

 

区分    年度

計
画 

メス（頭）

オス（頭）

合計（頭）

三方界国有林 

28 年度の推定個体数

合計 30 頭の捕獲を進めると

図 2-2-5 

11 今後３年間の個体群変動予測（

年度 H28 

（頭） 46  

（頭） 26  

（頭） 72  

㎢） 7.3  

12 今後３年間の捕獲計画（

 

年度 H28 

（頭） 20 

（頭） 10 

（頭） 30 

推定個体数を

頭の捕獲を進めると

 個体群変動シミュレーション（三方界国有林）

後３年間の個体群変動予測（

 H29 H30

 37  24 

 30  29 

 67  54 

 6.7  5.4 

３年間の捕獲計画（

  

 H29 H30

20 20

10 10

30 30
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を IDW 計算による

頭の捕獲を進めると、平成 31

変動シミュレーション（三方界国有林）

後３年間の個体群変動予測（

H30 H31 

24  8  

29  24  

54  32  

5.4  3.2  

３年間の捕獲計画（三方界

H30 H31 

20 20 

10 10 

30 30 

計算による 72 頭とし

31 年に５頭

変動シミュレーション（三方界国有林）

後３年間の個体群変動予測（三方界国有林

 

 

 

三方界国有林）

 

頭とした場合

年に５頭/㎢未満となる予測となった

変動シミュレーション（三方界国有林）

国有林）        

） 

た場合、雄 10 頭、雌

㎢未満となる予測となった

変動シミュレーション（三方界国有林） 

        

頭、雌 20

㎢未満となる予測となった。 

         

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
区分

計
画 

f. 八重山地域

平成 28

頭の合計

 

 

 

 

 

 

 

表 2-2-13

区分     年度

メス（頭）

オス（頭）

合計（頭）

密度（頭/㎢）

表 2-2-14

 

 
区分      年度

計
画 

メス（頭）

オス（頭）

合計（頭）

八重山地域 

28 年度の推定個体数

頭の合計 100頭の捕獲を進めると、平成

図 2-2-6

13 今後３年間の個体群変動予測（

年度 H28 

（頭） 141  

（頭） 82  

（頭） 223  

㎢） 12.7  

14 今後３年間の捕獲計画（

  
年度 H28 

（頭） 60 

（頭） 40 

（頭） 100 

推定個体数を

頭の捕獲を進めると、平成

6 個体群変動シミュレーション（八重山地域）

後３年間の個体群変動予測（

 H29 H30

 115  77 

 87  73 

 202  150 

 11.5  8.5 

今後３年間の捕獲計画（

 H29 H30

60 60

40 40

 100 100
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を IDW 計算による

頭の捕獲を進めると、平成 31

変動シミュレーション（八重山地域）

 

後３年間の個体群変動予測（

H30 H31 

77  27  

73  45  

150  73  

8.5  4.1  

今後３年間の捕獲計画（八重山地域

H30 H31 

60 60 

40 40 

100 100 

計算による 223 頭とし

31年に５頭/

変動シミュレーション（八重山地域）

 

後３年間の個体群変動予測（八重山地域

八重山地域） 

頭とした場合

/㎢未満となる予測となった。

変動シミュレーション（八重山地域）

八重山地域）              

 

た場合、雄 40 頭、雌

㎢未満となる予測となった。

変動シミュレーション（八重山地域） 

              

頭、雌 60

㎢未満となる予測となった。 

              

 

               



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

g. 盤若寺国有林

平成 28

頭の合計

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-2-15

区分     年

メス（頭）

オス（頭）

合計（頭）

密度（頭/㎢）

表 2-2-16

 
区分      

計
画 

メス

オス

合計

寺国有林 

28 年度の推定個体数

頭の合計 45 頭の捕獲を進めると、平成

図 2-2-7 

15 今後３年間の個体群変動予測（

年度 H28 

（頭） 66  

（頭） 66  

（頭） 132 

㎢） 8.0 

16 今後３年間の捕獲計画（

  
     年度 H28

メス（頭） 30

オス（頭） 15

合計（頭） 45

推定個体数を

頭の捕獲を進めると、平成

 個体群変動シミュレーション（盤若寺国有林）

後３年間の個体群変動予測（

 H29 

 53  

 68  

 121  

 7.4  

後３年間の捕獲計画（

H28 H29 

 30 

 15 

 45 
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を IDW 計算による

頭の捕獲を進めると、平成 31

変動シミュレーション（盤若寺国有林）

後３年間の個体群変動予測（

H30 H31

32  7 

63  51 

95  58 

5.8  3.5 

後３年間の捕獲計画（盤若寺

H30 H31

30 30

15 15

45 45

計算による 132 頭とし

31 年に５頭

変動シミュレーション（盤若寺国有林）

後３年間の個体群変動予測（盤若寺国有林

H31 

7  

51  

58  

3.5  

盤若寺国有林）

H31 

30 

15 

45 

頭とした場合

年に５頭/㎢未満となる予測となった。

変動シミュレーション（盤若寺国有林）

国有林） 

） 

た場合、雄 15 頭、雌

㎢未満となる予測となった。

変動シミュレーション（盤若寺国有林） 

頭、雌 30

㎢未満となる予測となった。  
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(4) 考察 

管理目標の密度を５頭/㎢とした場合、菅内大臣国有林及び八重山地域の推定個体数

は目標個体数に対して 2.5 倍以上であった。このことから、生息密度調査の結果から

言えることと同様に、これら２地域では重点的に管理捕獲を進める必要がある。 

国有林範囲における平成27年度の捕獲頭数及び今後の捕獲計画における目標捕獲頭

数を表 2-2-17 に示す。今後３年で生息密度を５頭/㎢以下にすることを目標にシミュ

レーションを実施した結果、平成 27 年度の捕獲実績に比べ、祖母傾地域（祖母山地区）

で 7.9 倍、盤若寺国有林で 6.4 倍、菅内大臣国有林で 2.6 倍の捕獲を実施する必要が

ある。目標捕獲頭数は、多い地域で 110 頭/年であり、森林保全再生整備に係る鳥獣の

誘引捕獲事業の取り組み結果から考えると、達成可能な数値である。 

一方、祖母傾地域（傾山地区）及び三方界国有林では、平成 27 年度の捕獲実績より

も捕獲数を減らす必要があることが示唆された。今後も継続して捕獲及びモニタリン

グを実施していく必要があると考えらえる。 

 

表 2-2-17 平成 27 年度及び平成 28 年度以降の目標捕獲頭数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シミュレーションの課題としては、以下の点があげられる。 

▪ シカの移出・移入がないとした空間におけるモデルであり、空いた空間に移入

個体が侵入する効果や捕獲により移出する効果などは考慮されていない。 

▪ 捕獲の結果、間引き効果等（余剰資源で生存率や繁殖率が増加）で残存個体の

増加率が増加する効果は考慮されていない。 

▪ シミュレーションの確からしさを高めるためには、捕獲個体の属性及び対象個

体群の個体群パラメータについてのデータの蓄積が必要となる。 

  

1
祖母傾地域
（祖母山地区）

7 55 7.9

2
祖母傾地域
（傾山地区）

45 25 0.6

3
祖母傾地域
（佐伯地区）

75 75 1.0

4 菅内大臣国有林 42 110 2.6

5 三方界国有林 48 30 0.6

6 八重山地域 86 100 1.2

7 盤若寺国有林 7 45 6.4

No. 対象地域
（A)H27

捕獲頭数
（B)H28以降

目標捕獲頭数
（B)／（A）



 

 

図 2-2-8

図 2-2-

越敷山

8 祖母傾地域

-9 祖母傾地域（傾山地区）の

山 

地域（祖母山地区）

祖母傾地域（傾山地区）の
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（祖母山地区）の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祖母傾地域（傾山地区）の

祖母山 

古祖母山

五葉岳

の IDW グラフィック

祖母傾地域（傾山地区）の IDW グラフィック

祖母山 

五葉岳 

グラフィックコンター

グラフィックコンター

新百姓山

夏木山

コンター 

コンター 

新百姓山 

山 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏木山

新百姓山

傾山 

図 2-2-

図

夏木山 

新百姓山 

-10 祖母傾地域（佐伯地区

図 2-2-11 菅内大臣国有林の

 

祖母傾地域（佐伯地区

菅内大臣国有林の

板戸山 
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祖母傾地域（佐伯地区）の

 

菅内大臣国有林の IDW

黒岩山

天主山

の IDW グラフィック

IDW グラフィック

黒岩山 

中ノ嶺 

天主山 

グラフィックコンター

グラフィックコンター

コンター 

コンター 

場照山 

遠見山 

 

神楽山神楽山 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図

図

石堂屋

図 2-2-12 三方界国有林の

図 2-2-13 

山方塚山

石堂屋 

三方界国有林の

 八重山地域の

山方塚山 
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三方界国有林の IDW グラフィック

 

八重山地域の IDW グラフィック

八重山 

堺
谷 

グラフィック

グラフィック

清浦ダム 

グラフィックコンター

グラフィックコンター 

 

コンター 

  



 

 

図図 2-2-14 盤若寺

黒園山

盤若寺国有林の

黒園山 
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国有林の IDW グラフィック

 

 

グラフィックグラフィックコンターコンター 










































